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　埼玉県知事選挙が、6月23日（日）午前7時より午後6時まで町内6ヶ所の投票

所において投票が行われました。

　町の投票率は44．04％と前回の知事選挙と比べ4．71％上回りました。



　
次
世
代
を
生
き
る
青
少
年
の
健
全
な
育
成
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
す
。
江
南
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
会
議
も
、
本
年
度
で
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地

区
代
表
・
運
営
委
員
並
び
に
役
員
の
万
は
次
の
と
お

り
で
す
。

会
　
長
　
新
井
政
男
（
区
長
代
表
）

副
会
長
　
芝
塚
久
夫
（
学
校
代
表
）

　
刀
　
　
野
本
善
司
（
民
生
・
児
童
委
員
代
表
）

監
　
事
　
大
島
　
清
（
賛
同
者
代
表
）

　
　
　
　
田
中
勝
治
（
少
年
指
導
委
員
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　　江南町青少年

～あいさつで明るく

　　　　住みよい町づくり～

江南町青少年健全育成町民会議組織（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同　口印地区代表者　○印運営委員）
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龍1 慧・1．辮、 罐諜， 驚　　　罐，i

ー
　
　
蓬

ユ 内凶、博子 成沢1144舶 3β36殿i・児童委貴 　旨

強董i

國 森閏幸雄 須賀広踊 0992 i鯖委員

2 船橋廣葱 押切252？一9 3804 保護司 噸麟 37 森爾節子 須賀広24¢ 0992 民塗覗童委員

歳灘’
＠ 脚湖

押切2635一警 3013 敵会代表
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38 岡田俊英 掴灘12180－5 1628 少年指導黍員

4 星野静子 押切2561－9 1057 灘i覗童委員

籍，雛擦

鐙 木耕武雄 野原748 2439 姓覗童委員

15 繹田ノプ子 押切2577－1 0928 殿i覗童委員、賛岡潜 4Q 関ロ垂典 野原623 4302 教育委員
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図 小柴文代 三本1927－2 1168 教育委員 45 梅澤正己 小濁瞬1865－1 5336 小原駐在富

11 小柴捷子 三本1927－2 1168 民生・児童委員 ⑯ 1騨勝治 小江州2071－1 2086 少鮒旨導委鼠

12 塚越忠雄 三本1613－2 4985 近隣高校PTA江南支部伐表 47 大久保洋子 小灘12105－3 0109 近隣高校PTA江南支部代表
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⑱ 笠原金久 押切802 0272 保護司
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、㊥ 飯島啓作 板発878－1 1369 民生・児童委員

19 前川美佐保 押切701－1 4455 青少年育成推進委員 54 宇治川太平 板井395ヨ 2078 畏生．覗童委員、

　1
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20 持田俊男 押切305 2138 民生 覗童委員 55 吉野美知子 板井715 1692 青歩鞘雌進委員

⑳ 持田包雄 押切1454 1574 教育委員長 聾1 ，繋懇 國 柴サツヱ 柴150 0930 民生覗童委員

⑳ 犬島　清 押切370 2373 賛同者 講 　　』1』誰黛， 國 木村巳美 千代108－1 2281 民生・児童委員

囲 永瞬光子 押切134 1020 主任児童委員 …難 欝轟…糞， 國 古屋宗一 押切2653－12 5279 民生・児童委員
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國 大澤照三 樋春348 1620 民生・児童委員 鱒「 羅嚢 翻 富田沙知子 中鋪一1帳8 2635 民生・児童委員

⑳ 高岡　清 樋春326 1884 社会教育委員長、 ⑳ 高田武男 江繭幼稚園 3375 幼稚園長、保護司

』
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・欝叢1
囲 馬場　仁 樋春832 3325 北小PTA臓 161 古沢多案子 同

、
土 岡　上 生徒指導主任

27 、馬場　宏 樋春351 2212 蝕覗i童委貴
ii一

　ξ　「

⑫ 町田たか子 江南南小学校 1305 校長

繭・§

　i、

鱒灘
鱗畿

28 水野龍夫 樋春1952－5 1174 民生・児童委員 63 中野浩治 同上 同　上 生徒据導主任

國 篇田　和 御正新剛133一玉 0012 民生・児童委員
2霊i

灘禰，

　1禽’　1、

讐，綾
⑭ 芝塚久夫 江南北小学校・ 1389 校長

⑳ 石鳩　正 御正新田1291－1 0182 賛同者 65 増田京子 同上 同　上 塗徳指導主任

31 工藤悦子 樋春1971一§ 7468 青少年育成推進委員 1
ト
　

冷 ⑭ 中島久榮 江南中学校 1335 校長

＠ 茂木正期 樋春1973－3 0006 青少年相談員代表 67 杉田　功 同上 同　上 生徒指導主任
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蒲

釜
、
、
篭
F

欝蝋
、、瑠灘…

⑳ 森田富子 御正新田342 0857 青少年育成推進員・少年指導員
’　　』1　　一 68 岡部　進 教育委員会 1521 載育長

34 福島　豊 御正新田493 1722 賛岡者 箆，1鶴隷 69 大串秀孝 同上 圃　 上 （健金育成担当）

麗 矯本松枝 御正覇田199 2052 民生・晃童委員 劉 70 飯島正彦 住民雛雛 同　上 （健全育成担当）
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青
少
年
の
健
全
育
成
を
進
め
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と

が
最
も
効
果
的
で
す
。

　
町
民
会
議
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
、
三
者

が
一
体
と
な
り
さ
ら
に
健
全
育
成
を
は

か
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
に

お
け
る
生
徒
指
導
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

地
域
ぐ
る
み
の
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
次
表
の
通

り
で
す
。家

庭
へ
の
お
願
い

O
い
じ
め
防
止
の
た
め
に

　
い
じ
め
問
題
が
タ
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

画計動活議会民町成育全健年少青町南江度年8成平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
は
、
ぜ
ひ
な
く

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
子
は
次
の
よ
う
な
変

化
（
サ
イ
ン
）
が
み
ら
れ
ま
す
。

①
急
に
性
格
が
暗
く
な
り
、
不
安
そ
う

　
に
お
ど
お
ど
し
た
り
、
口
数
が
減
る
。

②
親
の
前
で
わ
ざ
と
明
る
く
振
る
ま
っ

　
た
り
す
る
。

③
親
の
目
を
盗
ん
で
、
家
庭
か
ら
お
金

　
や
品
物
を
持
ち
出
す
。

④
買
い
与
え
た
も
の
が
な
く
な
っ
た
り
．

　
す
ぐ
に
壊
れ
て
い
た
り
す
る
。

⑤
ふ
だ
ん
と
違
っ
た
と
こ
ろ
に
衣
服
の

　
汚
れ
や
破
損
、
け
が
が
あ
る
。

⑥
登
校
し
た
が
ら
な
く
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
い
じ
め
な
い
、
い
じ
め
ら
れ

な
い
子
に
育
て
る
に
は
、
次
の
こ
と
が

大
事
で
す
。

①
ふ
だ
ん
か
ら
、
何
で
も
話
し
合
え
る

　
雰
囲
気
を
作
る
。
特
に
人
の
陰
口
な

　
ど
子
ど
も
の
前
で
言
わ
な
い
。

②
大
人
が
手
本
と
な
る
行
動
を
す
る
。

③
あ
い
さ
つ
、
約
束
、
服
装
、
決
ま
り

　
な
ど
を
守
る
生
活
習
慣
を
つ
け
る
。

④
自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
た
せ
、
最

　
後
ま
で
さ
せ
、
自
信
を
持
た
せ
る
。

⑤
地
域
社
会
と
の
交
わ
り
を
持
た
せ
、
相

　
手
の
気
持
ち
が
わ
か
る
心
を
育
て
る
。

⑥
将
来
に
希
望
を
持
た
せ
、
あ
く
せ
く

　
せ
ず
豊
か
な
人
生
を
教
え
る
。

癖…i 、灘、・「妻継舞馨、嶽「1 鞭鱒、強 辮簗』，「

1
…
峯 …

、

・平成7年度活動報告

・平成8年度健全育成町民会議役員等につ
いて

・年間活動計画の検討並びに承認について
・あいさつ運動の展開について

5月23日㈱

・全委員

、薯
・健全育成パンフ原案
・本年度活動計画の具体的計画
（教育講演会等）

6月6日㈱
。運営委員

羅、 ・合同講演会「私の見た子どもの世界」

講師　吉岡たすく先生　13：30～ 7月13日㈹
・全委員
・P　T　A他

…羅
・夏休み中の生徒指導対策
。パンフについて　　・補導巡視計画など
・地区懇談会

7月15日（月｝

・全委員

お… ・健全育成パンフの配布 7月16日㈹
。各校

・町内全戸

δ「 ・子供会育成事業（子供会指導者研修会）
講師：青少年相談員「レクレーション指導」

7月20日仕）
。子供会役員

他

箸 。夏休み町内巡視補導（チラシ等の配布）
8月

8月

・運営委員

・各地区代表

麟 。健全育成強調月間の取り組みについて 10月18日㈹ ・運営委員

…葺
・実践活動（懸垂幕等の掲揚と広報活動） 打月6日㈱ ・全委員

、璽o…

・実践活動（啓発活動） 11月

鴛
、

・教育講演会冊子配布 11月 ・子どもの保護者

穆「
・冬休み中の生徒指導対策について
。健全育成パンフについて　　・情報交換

12月17日㈹
・全委員

、壌
。健全育成パンフ原案作り
・最終全体会の議案の検討
・文殊寺縁日における補導について

2月7日㈹
・運営委員

、璽4 ・文殊寺縁日における補導 2月25日㈹

巧 。健全育成パンフの配布 3月14日働
。町内全戸

。各学校

総
・春休み中の生徒指導について

。平成8年度活動の反省
。平成9年度活動計画案の検討

3月18日㈹
・全会員

体
験
・
経
験
が

　
　
　
　
　
　
大
切
で
す

　
「
日
の
出
、
日
の
入
り
を
見
た
こ
と

が
な
い
4
3
％
」
　
「
魚
釣
り
を
し
た
こ
と

が
な
い
3
7
％
」
　
「
高
い
木
に
登
っ
た
こ

と
が
な
い
2
8
％
」
　
「
外
で
火
を
燃
や
し

た
こ
と
が
な
い
2
8
％
」
　
「
チ
ョ
ウ
や
ト

ン
ボ
を
つ
か
ま
え
た
こ
と
が
な
い
1
5
％
」

　
　
　
O

　
こ
れ
は
昨
年
、
国
立
那
須
甲
子
少
年

自
然
の
家
を
利
用
し
た
小
、
中
学
生
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。

　
そ
れ
で
は
江
南
の
子
ど
も
達
は
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
子
ど
も
は
遊
び
を
通
じ
て
仲
間
を

作
り
、
道
具
を
工
夫
し
、
自
然
の
摂
理

を
学
ぶ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
の
不
思
議

さ
や
す
ば
ら
し
さ
等
を
体
験
で
き
る
機

会
を
さ
ら
に
増
や
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

地
域
へ
の
お
願
い

o
子
ど
も
た
ち
に
、
あ
い
さ
つ
、
声
掛

　
け
を

　
地
域
の
中
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
、

今
年
度
も
あ
い
さ
つ
、
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
元
気
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
子
に
も
、

恥
ず
か
し
が
っ
て
声
の
で
な
い
子
に
も

大
人
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
き

ま
し
よ
・
フ
。

　
昨
年
度
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て

「
小
さ
い
声
だ
が
、
あ
い
さ
つ
を
返
す

　
よ
う
に
な
っ
た
子
が
い
ま
す
己

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
心
の
交
流
を

少
し
で
も
多
く
育
ん
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
意
図
的
に
、
子
ど
も
た
ち
の

よ
い
点
は
誉
め
、
悪
い
こ
と
は
叱
る
な

ど
の
声
掛
け
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
人
が
み
ん
な
で
見
て
い
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
が
、
地
域
の
健
全
育
成
の
重

要
な
こ
と
で
す
。

　
皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
、
子
ど

も
達
へ
の
声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。o

気
の
つ
い
た
こ
と
は
連
絡
を

　
地
域
の
心
配
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
細

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
近
所

の
町
民
会
議
の
委
員
や
、
学
校
な
ど
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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第
二
目
目
力
ー
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
学
校
視
察

坂志松秋

下賀本場

仁和幸

司一子子

（4）

　
時
差
ぼ
け
の
た
め
か
熟
睡
で
き
な
い

ま
ま
、
午
前
六
時
に
起
床
。
全
員
ロ
ビ

ー
前
に
午
前
七
時
に
集
合
し
バ
イ
キ
ン

グ
方
式
の
朝
食
。
品
数
も
揃
っ
て
い
て

思
い
思
い
の
朝
食
を
取
り
、
九
時
に
出

発
と
な
る
。
通
訳
兼
ガ
イ
ド
役
の
川
島

さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
本
日
の

視
察
先
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
タ
フ
ル
ト
市

内
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
・
シ
ュ
ー
レ

（
学
校
）
に
向
か
う
。

　
こ
の
学
校
は
進
学
を
目
指
し
た
中
・

高
一
貫
の
学
校
（
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
）
で

あ
る
。

　
到
着
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
ド
イ

ツ
の
教
育
制
度
の
予
備
知
識
を
教
え
て

も
ら
う
。
例
え
ば
、
入
学
は
秋
で
あ
り
、

満
三
歳
に
な
る
と
幼
稚
園
に
、
そ
し
て

満
六
歳
の
秋
に
国
民
学
校
に
入
学
し
、

満
十
歳
に
な
る
と
就
職
か
進
学
か
の
選

択
を
迫
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
成
績
に
よ

っ
て
進
路
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

な
ど
を
聞
き
、
午
前
十
時
に
学
校
に
到

着
す
る
。

　
ヴ
ィ
ル
ト
氏
に
迎
え
ら
れ
、
言
語
教

室
で
学
校
の
概
要
の
説
明
を
受
け
、
校

舎
内
を
見
学
し
た
。

●
学
校
の
概
要

　
収
容
人
員
は
五
～
六
百
名
で
あ
る
が
、

現
在
九
一
五
名
の
生
徒
が
在
学
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
「
分
校
」
を
作
り
、
上

級
の
生
徒
が
そ
こ
で
学
習
し
て
い
る
．

　
一
九
〇
一
年
に
創
立
し
た
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
焼
失
し
、
一
九
五
七
年

に
再
建
さ
れ
た
。
現
在
教
職
員
は
六
十

四
～
五
名
で
あ
る
。

校
舎
内
見
学

●
職
員
室

　
平
机
が
並
べ
て
あ
り
、
先
生
方
の
カ

バ
ン
な
ど
が
机
や
椅
子
の
上
に
置
い
て

あ
る
だ
け
で
、
職
員
の
休
憩
室
か
会
議

室
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

●
図
書
室

　
二
室
か
ら
な
っ
て
お
り
、
司
書
を
置

い
て
開
館
し
て
い
る
。

　
三
週
間
を
限
度
と
し
て
貸
出
を
し
て

お
り
、
蔵
書
数
五
千
冊
。
生
徒
が
九
年

間
に
わ
た
っ
て
学
ん
で
い
る
学
校
の
図

書
室
と
し
て
は
蔵
書
数
も
少
な
く
と
て

も
せ
ま
い
（
小
さ
い
）
感
じ
が
し
た
。

●
音
楽
室

　
九
年
生
（
十
五
歳
）
の
授
業
を
参
観

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
二
十
一
名
の
子
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

耀

揮
　
　
繊
題躍

麟
騰
鵬
纐
繋 嚢

驚
欝

墾

滋
難
』

　
　
　
　
§
撫
ー

● 　
　
辮　

　
熱
鰻
，
、
、
灘
、
腿
議
羅
ー

臨
欝
、
嚢
灘
羅
羅

も
た
ち
が
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

和
や
か
な
雰
囲
気
で
授
業
を
受
け
て
い

た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

●
講
　
堂

　
収
容
人
員
四
百
名
程
度
。
大
き
な
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
あ
っ
た
。
音
楽
集
会

・
学
校
行
事
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
全
学
年
が
一
緒
に
集
ま
る

こ
と
は
な
く
、
三
ブ
ロ
ッ
ク
（
五
、
六

年
　
七
～
十
年
　
十
一
～
十
三
年
）
に

分
か
れ
て
行
う
こ
と
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。

●
美
術
室

　
五
年
生
（
十
一
歳
）
の
授
業
を
参
観

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
の
授
業
で
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
の
赤

い
ド
ラ
ゴ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
絵
を

書
い
て
い
た
。

●
理
科
室
（
化
学
・
物
理
・
生
物
）

　
講
義
室
は
階
段
状
に
な
っ
て
お
り
、

隣
が
準
備
室
、
そ
の
隣
が
実
験
室
に
な

っ
て
い
る
。

　
言
語
教
室
に
戻
り
、
質
疑
応
答
を
行

・
つ
。問

　
あ
な
た
の
学
校
に
も
「
い
じ
め
」

　
問
題
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
暴
力
的
行
為
な
ど
の
問
題
は
あ
る
。



　
特
に
大
都
市
に
多
く
見
ら
れ
る
問

題
で
あ
り
、
原
因
と
し
て
は
次
の
三

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
経
済
的
な
も
の
が
要
因
と
な
っ
て

　
い
る
も
の
（
失
業
な
ど
）

②
親
の
家
庭
で
の
し
つ
け
の
不
足
に

　
よ
る
も
の

③
一
学
級
の
生
徒
数
が
三
十
人
を
超

　
す
な
ど
し
て
、
学
級
内
の
不
満
を

　
要
因
と
す
る
も
の

　
暴
力
的
行
為
等
が
起
こ
っ
た
場
合
、

本
人
、
父
母
、
教
師
の
三
者
で
相
談

し
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
家
庭
で
の
し
つ
け
に
問
題
が
あ
る

場
合
が
少
な
く
な
く
、
父
母
へ
の
啓

発
を
き
ち
ん
と
し
て
未
然
に
防
ぐ
よ

　
う
に
心
が
け
て
い
る
。

問
　
入
学
の
選
考
と
学
級
編
成
に
つ
い

　
て

答
　
小
学
四
年
生
の
段
階
で
、
教
師
の

　
指
導
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
ほ
と
ん

　
ど
の
家
庭
が
そ
の
指
示
に
従
う
が
、

　
中
に
は
「
今
は
成
績
は
良
く
な
い
が
、

　
も
う
少
し
す
る
と
よ
く
な
る
」
と
の

　
理
由
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
入
学
さ
せ

　
る
家
庭
も
あ
る
。

　
　
毎
年
の
進
級
試
験
で
不
合
格
の
も

　
の
は
、
原
級
留
置
と
な
る
。

　
　
五
年
生
（
新
入
生
）
で
第
一
外
国

　
語
（
英
語
か
仏
語
）
を
選
択
し
、
七

　
年
生
で
第
二
外
国
語
（
仏
語
か
ラ
テ

　
ン
語
）
、
九
年
生
で
第
三
外
国
語
（
ス

　
ペ
イ
ン
語
か
イ
タ
リ
ア
語
）
を
選
択

　
す
る
。
最
終
の
十
三
年
生
は
、
バ
ー

　
ル
ク
ル
ゼ
と
よ
ば
れ
、
学
習
し
て
い

　
る
九
教
科
の
中
か
ら
自
分
が
専
門
に

　
研
究
し
た
い
も
の
を
二
教
科
選
び
、

　
他
教
科
よ
り
多
く
の
時
間
を
使
っ
て

　
学
習
す
る
。

　
　
こ
の
卒
業
時
の
成
績
に
よ
り
、
大

　
学
へ
の
進
学
が
決
ま
る
。

問
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
学
習
に
つ
い
て

答
　
九
年
生
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で

　
き
、
こ
れ
を
選
ん
だ
生
徒
が
九
～
十

　
三
年
生
ま
で
学
習
す
る
。

　
校
長
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
ー
ボ
ル
マ
ン
女
史

に
お
礼
を
述
べ
、
団
長
と
秋
場
さ
ん
よ

り
、
写
真
や
手
作
り
の
人
形
な
ど
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
、
校
庭
で
写
真
撮
影
し
、

学
校
を
後
に
し
た
。

感
　
想

●
多
く
の
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
紅
茶
な
ど
も
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

●
私
達
が
突
然
授
業
中
に
押
し
か
け
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
恥

ず
か
し
が
る
こ
と
も
な
く
、
き
ち
ん
と

話
を
聞
き
発
表
し
て
い
た
の
に
驚
き
を

感
じ
た
。

●
校
庭
の
写
真
撮
影
の
と
き
な
ど
、
気

楽
に
求
め
に
応
じ
て
一
緒
に
並
ん
で
く

れ
、
と
て
も
に
こ
や
か
に
接
し
て
く
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
気
楽
に
で
き

る
こ
と
も
「
国
際
化
」
の
重
要
な
要
素

だ
と
思
っ
た
。

　
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
十
二
時
十

分
ま
で
学
校
視
察
を
行
い
、
昼
食
を
と

っ
た
後
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内
の
視

察
に
出
発
。

　
こ
の
町
は
古
い
歴
史
を
誇
る
由
緒
あ

る
町
で
す
。
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
ゲ

ー
テ
の
誕
生
地
で
あ
る
ほ
か
、
現
在
は

ド
イ
ツ
の
商
業
と
金
融
の
中
心
都
市
と

な
っ
て
い
る
。

　
大
聖
堂
や
レ
ー
マ
ベ
ル
ク
広
場
、
ゲ

ー
テ
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
た
後
に
、
日
本

語
が
通
じ
る
買
い
物
を
楽
し
み
、
午
後

六
時
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
夕
食
懇
談

を
行
い
午
後
九
時
二
十
分
に
解
散
し
た
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

7月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　・　6　●11●16●21・26●31 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　・　7　●　12　・　17　●　22　●　27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　●　10　●　15　●20　・25　●30 ㈱光　栄　建　設 36－1052
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『
や
さ
し
い
日
本
語
教
室
』

　
国
際
化
社
会
と
な
っ
た
現
在
、
江
南

町
に
は
十
四
力
国
、
六
十
五
名
の
外
国

の
か
た
が
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
か
た
が
た
が
、
日
本
で
暮

ら
し
て
い
く
な
か
で
一
番
困
る
の
が
言

葉
（
日
本
語
）
で
す
。

　
日
本
語
が
良
く
わ
か
ら
な
い
た
め
テ

レ
ビ
や
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
K
I
F
C
（
江
南

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
ク
ラ
ブ
）
と
町
の
共
催
に
ょ
る
「
や

さ
し
い
日
本
語
教
室
」
を
次
の
と
お

り
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
に

お
住
い
の
外
国
の
か
た
や
知
り
あ
い
の

か
た
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

　
の
開
催
に
つ
い
て

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

日
　
時

　
第
一
回
　
七
月
七
日
㈲
　
午
前
十
時

◎
外
国
人
交
流
会

　
日
本
語
教
室
終
了
後
、
外
国
人
と
の

交
流
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

場
　
所

　
江
南
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

①
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
②
町
に
在
住
す
る
外
国
人
及
び
そ
の

　
　
家
族
を
対
象
と
し
ま
す
。

③
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
第
一
回
目

　
　
の
七
月
七
日
に
直
接
会
場
へ
お
で

　
　
か
け
く
だ
さ
い
。

「
扇
風
機
は
使
用
前
に
必
ず
自
己
点
検
を
」

　
そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
節
。

安
全
に
使
う
た
め
、
十
分
な
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
羽
根
が
回
転
し
な
い
、

回
転
が
遅
い
・
不
規
則
、
モ
ー
タ
部
が

熱
い
、
こ
げ
臭
い
ニ
オ
イ
や
異
常
な
音

が
す
る
…
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
要

注
意
。
次
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

プ
ラ
グ
が
抜
け
て
い
る
、
タ
イ
マ
ー
ッ

マ
ミ
が
「
切
」
に
な
っ
て
い
る
、
ガ
ー

ド
が
変
形
し
て
い
る
、
ガ
ー
ド
や
羽
根

の
取
り
付
け
が
ゆ
る
ん
で
い
る
、
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ
タ
し
た
上
で

ま
だ
異
常
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
グ
を
抜
い

て
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
発
煙

・
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異

常
を
放
置
し
た
ま
ま
無
理
に
使
用
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
再
使
用
の
際
に

は
必
ず
販
売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
Q

＠

　
　
　
　
　
「
首
相
の
イ
ス
に
座

　
　
　
　
　
る
」
「
社
長
の
イ
ス
を

　
　
　
　
　
ね
ら
う
」
な
ど
、
地
位

　
　
　
　
　
や
力
を
意
味
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
も
あ
る
イ
ス
は
、
最
も

　
　
　
　
　
人
間
味
の
あ
る
生
活
用

　
　
　
　
　
具
と
い
え
ま
す
。
会
社

　
　
　
　
　
や
学
校
の
イ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
食
卓
の
イ
ス
、
居
間

の
ソ
フ
ァ
、
目
動
車
や
電
車

の
座
席
、
公
園
の
ベ
ン
チ

…
…
◎
わ
た
し
た
ち
は
、
起

き
て
い
る
時
間
の
大
半
を
イ

ス
の
上
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
せ
め
て
家
庭

で
は
、
目
分
の
体
に
合
っ
た

イ
ス
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

　
食
卓
や
書
斎
の
イ
ス
な
ど

の
場
合
、
机
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
一
般
的
な
選
び
万
と
し

て
は
、
イ
ス
に
深
く
腰
掛
け

て
み
て
、

戸
．
∂
▲

　
　
　
　
か
か
と
が
床
に
し
っ
か
り

着
く
こ
と
が
墓
本
。
足
を
ブ
ラ
ブ
ラ

さ
せ
た
ま
ま
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
、

足
が
む
く
む
な
ど
、
疲
れ
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
み
て
、

背
も
た
れ
が
き
ち
ん
と
背
中
の
中
心

を
支
え
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

つ
い
猫
背
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

イ
ス
は
要
注
意
。
背
骨
が
曲
が
っ
た

状
態
だ
と
内
臓
を
圧
迫
し
、
呼
吸
や

消
化
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
腰
痛
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

　
最
近
で
は
、
体
重
を
お
し
り
と
ひ

ざ
に
分
散
さ
せ
、
背
筋
も
目
然
に
伸

び
る
と
い
う
「
バ
ラ
ン
ス
チ
エ
ア
」

な
ど
の
健
康
イ
ス
も
人
気
で
す
。

　
ソ
フ
ァ
の
場
合
、
硬
さ
は
個
々
の

　
　
　
好
み
で
す
が
、
一
般
的
に
は
、

美しい姿勢をつくるイス

硬
め
の
も
の
の
ほ
う
が
疲
れ

に
く
い
よ
う
で
す
。
座
っ
た

姿
勢
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
く
れ
る
た
め
で
す
。
も
っ

と
も
、
ソ
フ
ァ
で
寝
そ
べ
っ

た
り
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
「
と
こ
と

ん
く
つ
ろ
ぐ
派
」
の
人
に
は
、

柔
ら
か
い
ソ
フ
ァ
の
ほ
う
が

重
宝
し
ま
す
。

　
座
る
し
ぐ
さ
や
腰
掛
け
た

姿
勢
が
、
時
に
は
、
そ
の
人

の
人
柄
を
表
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
座
る
人
に
美
し
い
姿
勢
を
つ

く
ら
せ
る
イ
ス
が
、
い
い
イ
ス
で
あ

る
と
も
い
え
る
で
し
よ
う
。

　
　
　
（
r
，

（

花
火
に
よ
る
火
災
を
防
こ
う
　
㈲

　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
明
け
て
子
供

達
に
と
っ
て
待
望
の
楽
し
い
夏
休
み
に

な
り
ま
す
が
、
例
年
こ
の
時
期
に
な
り

ま
す
と
、
花
火
に
よ
る
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
花
火
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
家

庭
の
庭
先
な
ど
で
楽
し
ま
れ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
手
軽
に
扱
っ

で
い
る
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
と
い
え
ど

も
原
料
は
火
薬
で
す
。
正
し
い
遊
び
方

を
し
な
い
と
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な

い
火
災
や
、
や
け
ど
の
事
故
を
起
こ
す

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
っ
て
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く

　
読
ん
で
取
り
扱
い
を
必
ず
守
り
ま
し

　
よ
・
つ
。

O
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

　
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ

　
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0
風
の
強
い
と
き
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も

　
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も

　
筒
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

o
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を

　
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険

　
で
す
。
絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
火
災
、
や
け

ど
な
ど
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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日本の音風景百選に選ばれる

　6月5日の環境の日、環境庁では、全国各

地の良好な音環境を保全するとともに将来に

残していきたいと願っている音環境を全国か

ら公募し738件の中から「残したい“日本の

音風景”百選」に荒川・押切の虫の声（松虫

など）が選ばれました。ここは、現在の押切

橋から旧押切橋の間の河川敷約17㌶（荒川左

岸）で、8月下旬から10月上旬までいろいろ

な虫の声が聞ける、あまり手の入っていない

自然が残っている場所です。この自然を大切

に守って、みなさんの心のやすらぎの場にし

ましょう。

ω
〇
五
〇
↑

ゴミゼロ運動

　6月2日（日〉に町内のモデル地区を中心に、

ゴミゼロ運動が行われました。

　市街化区域を重点に3地区に分けて、環境

の美化を目的として実施されました。当日は、

子どもから大人まで多数の人が参加し、道路

脇や山林に捨てられていたゴミや空カンが集

められました。

　ゴミや空カンの投げ棄てや不法投棄をやめ

環境美化にご協力ください。

樋春北、マスのつかみどり

　5月19日（日）、樋春北地区でマスのつかみど

り・バーベキュー大会が荒川の河原で行われ

ました。

　樋春北地区ならではの荒川の自然をいかし

た場所で行われ、集まった親子は80人余り。

参加したみなさんは、地区の親睦と親子のふ

れあいを深め、楽しい一日を過ごしました。
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マ
マ
に
甘
え

　
今
回
の
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
は
「
マ
マ

に
甘
え
た
い
」
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
愉
⑦

マ
に
甘
え
る
の
が
大
好
き
。
母
と
子
の

絆
と
い
う
の
も
、
お
母
さ
ん
か
ら
の
愛

情
を
こ
め
た
か
わ
り
に
赤
ち
ゃ
ん
（
子

供
）
が
応
え
る
、
赤
ち
ゃ
ん
（
子
供
）

が
甘
え
る
と
お
母
さ
ん
も
ほ
お
ず
り
し

た
く
な
る
、
こ
ん
な
相
互
作
用
を
通
し

て
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
お
互
い
の
気

持
ち
が
伝
わ
り
や
す
い
遊
び
は
何
と
い

っ
て
も
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
す
る
遊
び
で

す
。
肌
と
肌
を
触
れ
合
わ
せ
、
目
と
目

を
見
つ
め
優
し
く
語
り
か
け
、
喜
び
や

期
待
感
な
ど
子
供
の
心
の
動
き
を
感
じ

な
が
ら
遊
び
ま
し
ょ
う
。

●
好
き
好
き
大
好
き

1
赤
ち
ゃ
ん
も
マ
マ
も
大
好
き

　
　
　
　
　
　
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
ー

・
「
か
わ
い
い
ね
」
　
「
大
好
き
よ
」
と

い
う
気
持
ち
を
素
直
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・
赤
ち
ゃ
ん
の
手
、
足
、
ほ
っ
ぺ
、
お

へ
そ
…
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
や
さ
し

く
触
れ
た
り
、
キ
ス
し
た
り
し
ま
す
。

・
目
を
合
わ
せ
、
話
し
か
け
な
が
ら
遊

び
ま
す
。

●
ゆ
ら
ゆ
ら

ー
マ
マ
の
お
ひ
ざ
の
上
で
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
び
ー

・
ゆ
ら
ゆ
ら
ボ
ー
ト

　
背
中
を
支
え
、
動
き
に
合
っ
た
歌
を

う
た
い
な
が
ら
左
右
に
ゆ
っ
く
り
揺
れ

ま
す
。

・
ギ
ッ
コ
ン
バ
ッ
タ
ン

　
両
手
を
つ
な
い
で
前
後
に
ゆ
っ
く
り

揺
れ
ま
す
。

●
コ
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
チ
ョ

ー
く
す
ぐ
っ
た
い
け
ど
や
め
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
全
身
く
す
ぐ
り
っ
こ
1

　
親
子
で
く
す
ぐ
り
っ
こ
を
す
る
の
も

楽
し
い
遊
び
で
す
。
く
す
ぐ
る
人
、
く

す
ぐ
ら
れ
る
人
の
役
を
交
代
し
て
遊
び

ま
す
。
「
か
か
わ
る
ー
か
か
わ
ら
れ
る
」

と
い
う
相
互
関
係
の
あ
る
遊
び
へ
と
発

展
し
ま
す
。

●
追
い
か
け
っ
こ

ー
マ
マ
、
し
っ
か
り
つ
か
ま
え
て
ね
ー

・
子
供
は
追
い
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
、

た

い
つ
か
ま
え
ら
れ
る
こ
と
も
同
じ
く
ら
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・
つ
か
ま
え
た
時
に
は
、
　
「
楽
し
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
こ
め
て
ギ
ュ
ッ
と
抱

き
し
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　　　　　まて

　
さ
て
、
次
回
の
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
は

「
水
と
遊
ぼ
う
」
で
す
。
水
遊
び
が
楽

し
み
な
季
節
と
な
り
ま
す
。
お
楽
し
み

に
…
。

　
五
月
十
二
日
、
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
大

会
は
熱
戦
の
末
、
タ
イ
ー
ン
ズ
チ
ー
ム

と
中
央
ク
ラ
ブ
が
優
勝
、
野
原
チ
ー
ム

と
御
正
チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。　

出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
）
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
板
井
、
野
原
、
成
沢
、
小
江
川
リ
バ

ー
ス
、
御
正
、
下
押
切
、
千
代
、
須
賀

広
、
中
央
タ
ラ
ブ
、
タ
イ
ー
ン
ズ

●
決
勝
戦

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
タ
イ
ー
ン
ズ
　
ニ
ー
O
　
野
　
原

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
中
央
ク
ラ
ブ
　
ニ
ー
一
　
御
　
正

④

（8）



蕪さと

再発見

地
名
は
語
る

「
弁

　
町
内
に
は
神
仏
に
ち
な
む
と
思
わ
れ

る
地
名
が
い
く
つ
か
み
え
ま
す
。
信
仰

が
ず
っ
と
身
近
だ
っ
た
時
代
に
神
仏
の

座
す
場
所
と
し
て
名
付
け
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
当
然
の
こ
と
に
地
名
の
付
け

ら
れ
た
時
代
は
そ
の
信
仰
が
広
く
｝
般

庶
民
ま
で
普
及
し
て
い
た
と
み
る
こ
と

が
適
当
で
、
他
地
域
と
の
状
況
と
も
相

似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
前
回
に
も

道
祖
神
・
庚
申
を
取
り
上
げ
た
際
に
貴

い
と
さ
れ
る
、
ま
た
は
畏
敬
の
念
を
持

っ
て
み
ら
れ
た
神
仏
に
関
わ
る
地
名
の

場
所
は
、
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
条
件
を
備
え
て
い
る
場
合
が

多
い
と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
紹

介
す
る
地
名
も
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
「
弁
財
」
は
御
正
新
田
地
区
に
あ
り

ま
す
。
文
字
表
記
や
読
み
方
か
ら
、
こ

の
「
ベ
ン
ザ
イ
」
は
「
弁
財
天
」
の
こ

と
と
す
ぐ
に
判
り
ま
す
。
そ
れ
は
弁
財
天

が
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
た
め
、
他
の

意
味
を
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で

す
。
で
は
ど
う
し
て
こ
の
場
所
に
「
弁

財
天
」
に
関
す
る
地
名
が
付
け
ら
れ
た

の
で
し
よ
う
か
。

　
「
弁
才
」
の
場
所
は
御
正
新
田
地
内

の
東
辺
・
隣
接
す
る
万
吉
地
区
と
の
接

点
で
、
現
在
は
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
広

瀬
線
に
面
し
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
以

才
」

●第63話

前
も
畑
地
と
な
っ
て
お
り
、
北
側
に
吉

見
用
水
路
の
溝
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

水
量
も
多
か
っ
た
と
み
え
、
釣
り
を
す

る
人
、
水
遊
び
を
す
る
子
供
達
の
姿
を

良
く
見
か
け
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
弁
財
天
は
サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
と
い
う
イ

ン
ド
古
代
神
話
に
登
場
す
る
大
河
の
神

が
本
来
の
姿
で
、
そ
の
力
は
水
神
の
性

格
に
加
え
、
氾
濫
後
の
大
地
が
肥
沃
な

土
地
に
再
生
す
る
よ
う
に
再
生
と
農
壌
、

財
福
の
力
を
持
ち
、
ま
た
、
流
れ
る
水

の
音
に
ち
な
ん
で
音
楽
・
弁
説
の
力
を

司
る
神
と
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ド

古
代
神
話
の
神
は
仏
教
に
取
り

入
れ
ら
れ
、
　
「
天
」
の
称
号
が

つ
け
ら
れ
、
　
「
弁
才
天
」
ま
た

は
「
弁
財
天
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

本
来
、
水
神
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
蛇
を
神
使
と
さ
れ
、
特
に
白

蛇
は
尊
重
さ
れ
ま
す
。
後
に
日

　
　
　
　
む
な
か
た

本
の
神
・
宗
像
三
神
の
一
人
、

蔦
枠
島
携
磁
と
同
一
視
さ
れ
、

技
芸
・
漁
業
の
神
と
し
て
も
幅

広
く
信
仰
さ
れ
る
に
至
り
ま
し

た
。
良
く
知
ら
れ
る
俗
信
に
は

蛇
の
抜
け
皮
を
サ
イ
フ
に
入
れ

て
お
く
と
お
金
が
貯
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
弁
財
天
と
の

係
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
弁
財
天
の
信
仰

仏
教
の
伝
っ
た
頃
か
ら
あ
っ
た
の
で
す

が
、
広
く
普
及
し
た
の
は
中
世
以
降
と

さ
れ
、
真
言
宗
系
修
験
者
、
僧
侶
の
布

教
活
動
が
活
発
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
本

地
区
に
も
真
言
宗
寺
院
は
現
存
し
ま

す
が
、
か
っ
て
押
切
に
所
在
し
た
「
束

陽
寺
（
御
正
若
宮
坊
）
が
当
地
方
一
帯

を
統
轄
す
る
大
寺
で
し
た
が
、
天
台
宗

系
な
の
で
や
や
事
情
が
異
な
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
用
水
路
に
注
意
し
て
み

る
と
押
切
高
堰
、
今
は
赤
城
神
社
に
移

転
し
て
い
ま
す
が
成
沢
地
内
、
そ
し
て

御
正
新
田
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
弁
財
天
の
石
造
仏
が
建
て
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
江
南
町
の
沖
積
地
帯

に
み
え
る
弁
天
信
仰
は
用
水
と
共
に
あ

る
水
神
信
仰
が
良
く
顕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
五
月
十
九
日
と
二
十
六
日
の
二
日
間
、

町
民
野
球
大
会
が
運
動
公
園
と
江
南
中

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
二
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

両
日
と
も
、
参
加
し
た
十
一
チ
ー
ム
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
接
戦
の
末
御
正
プ

リ
ン
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま

た
、
中
央
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
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　　　　i掘聯鷹1騰驚駆1

　死亡届」を速やかに提出してくだ

　さい。

★届出が遅れますと亡くなった後に

　も年金が支払われてしまい、過払

　いとなった年金を返納していただ

　くことになります。

☆なお、年金は亡くなった月まで受

　けとることができますので、受け

　とっていない年金があるときは、

　生計を同じくしていた遺族の人が

　「未支給年金」を請求することが

　できます。

★この年金を受けとる順位は、配偶

　者・子・父母・孫・祖父母・兄弟

　姉妹の順となりますので、「未支

　給年金請求書」に年金を受けてい

　た人の年金証書、死亡の事実が明

　らかにできる書類、亡くなった人

　と請求する人の身分関係を明らか

　にすることができる書類を添付し

　て提出してください。
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　　　　　　　記入して、総務課へ提出

　　　　　　　してください。なお、郵
　　　　　　　送により申し込む場合、

　　　　　　　封筒の表に（採用試験）

　　　　　　　と朱書きしてください。

　　　受付期間　8月1日から8月9日の
　　　　　　　午前8時30分から午後5
　　　　　　　時まで受付。郵送の場合

　　　　　　　は8月9日までの消印の
　　　　　　　あるものに限ります。

　　　書類の請求　役場総務課に請求して

　　　　　　　ください。
　　　問合せ　役場総務課　智36－1521

　　　　　　　内線226・227

　　　　ソフトエアロビクス参加者募集

　　　　町では健康づくり事業の一環とし

　　　てソフトエアロビクス教室を実施し

　　　ています。

●　　　対象30～60歳の人で健康づくり
　『　　　　　　に関心のある人
　　　実施日　毎週火曜日

　　　　　　午前10時～11時30分
　　　会　場　ピピアまたは勤労福祉セン

　　　　　　ター
　　　費用月2，000円
　　　申込・　役場保健衛生課

　　　問合せ　麿36－1521内線311

　　　　　自衛官採用のご案内

　　　　防衛庁では来春採用予定者の受付

　　　及び試験を下記の日程で開始いたし
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農林学級（7月）

開催欝 内　　　　　　容 時　間

13日（七） 野菜の収穫④ 10＝00

13日仕） 木工ラッコの型抜き㊥ 10：00

13日（土） 木工ラッコの型抜き醜 13：30

14日（日） 野菜の収穫㊧ 10：00

17日㈱ モロヘイヤ科理e 10＝00

20日（土） 木工工作入門教室e 10：00

～ （道具の使い方からふ ～

21日（日） た付き小箱作りまで） 16＝OO

21日（日） 野菜の収穫㊧ 10：00

24日困 パン作｝）e 10：00

27日（土） おもちゃ箱作り　㊥ 10：00

28日（日） 木工工作室開放日　e 10＝OO

　
学

　
小

　
＝

　
㊧
　
所

　
、
　
務

　
子
　
事

　
親
般
理

　
生
一
管
01

　
学
一
一
園
2
3

料
小
e
公
一

　
＝
、
林
8
3

無
翻
生
農
麿

用
象
　
・
せ

　
　
　
付
合

費
対
　
受
問

花き園芸講座（7月）

開催日 内　　　　　容 費　罵

4日（木〉 花を撮る（1〉シリーズ 700円
9日（幻 常緑樹の挿し木 無　　料

10日困． ワイヤーバスケット 2，500円

の作り方

12日㈹ 観葉植物の殖やし方 無　　料

18日休） 花植木の病害虫とそ 無　　料

の防除

29日（月） 押し花を使った絵作

り

2，000円

※時間は、午後1時30分

対象一般県民

受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　行います。

問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内　植物振

　　　興センター分室費83－2841

　　社会を明るくする運動

　　青少年健全育成町民会議

合同講演会開催

毎年7月に「社明運動講演会」を

行い、11月に「教育講演会」を行っ

ていましたが、総合文化会館が完成

したことに伴い、ホールにおいて杜

会を明るくする運動と青少年健全育

成町民会議による合同講演会を開催

します。みなさんおさそいあわせの

上、ご参加ください。

日時7月13日（土）

　　　午後1時開演
場　所　総合文化会館「ピピア」

　　　ホール

講師吉岡たすく氏
　　　（児童文化研究家）

　　　子供の立場に立った教育論

　　　を展開、具体的でわかりや

　　　すい話し方が好評、また、

　　　「テレビ寺小屋」やラジオ

　　　で活躍中です。

演題“教育よもやまばなし”
　　　「私の見た子どもの世界」

費用無料

クライズラー＆カンパニー

　ファイナルツアー’96

日　時　8月16日團　18時開場

会場花園町コミュニティセンタ
　　　ーアドニス　大ホール
入場券　前売券全席指定4，635円

　　　花園町コミュニティセンタ

　　　ーアドニス他プレイガイド

　　　にて発売中
問合せ　花園町コミュニティセンタ

　　　ーアドニス　智84－6125

團國國同
　平成8年度

町職員採用試験

職務の内容及び採用人員

　　　・一般行政事務　若干名

　　　・技術職員　　　若干名

受験資格　一般行政事務

　　　　男女を問わずつぎの人が

　　　受験できます。昭和46年
　　　　4月2日から昭和54年4
　　　　月・日までに生まれた人・●

　　　　（学歴不問）

　　　技術職員
　　　　幼稚園教諭免許と保母資

　　　格の両方を有するもので、

　　　　昭和46年4月2日から昭
　　　　和52年4月1日までに生
　　　　まれた人。
試験日時及び場所

　　　◎筆記試験…9月22日（日）

　　　　立正大学
　　　◎口述試験
　　　　10月に町役場で予定
合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者に対して
▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽ム▽ム▽ム▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽ム▽ム▽△▽△▽△▽ム▽△▽△▽△▽ム▽△▽ム▽△▽△▽ム▽△

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

五
月
中
届
出
　
　
　
　
（
　
）
保
護
者

三
　
　
本

　
藤
野
あ
ず
さ
　
　
女
子
　
　
（
功
）

上
新
田

　
　
　
　
し
ゆ
う
す
け

　
深
津
　
脩
介
　
　
男
子
　
　
（
純
一
）

押
　
　
切

　
　
　
　
　
あ
い

　
舘
野
　
　
愛
　
　
女
子
　
　
（
賢
一
）

　
　
　
　
　
し
ん

　
中
里
見
　
慎
　
　
男
子
　
　
（
和
昭
）

樋
　
　
春

　
　
　
　
　
そ
ロ
つ

　
福
田
　
　
壮
　
　
男
子
　
（
雅
晴
）

　
　
　
　
け
ん
　
と

　
小
田
中
健
人
　
　
男
子
　
　
（
強
）

御
正
新
田

　
　
　
　
し
よ
う
へ
い

　
橋
本
　
匠
平
　
　
男
子
　
　
（
栄
）

　
　
　
な
　
　
お
　
　
み

　
橋
本
奈
緒
美
　
　
女
子
　
　
（
和
雄
）

野
　
　
原

　
　
　
　
み
　
つ
き

　
野
呂
　
美
月
　
　
女
子
　
　
（
卓
司
）

　
塩

　
　
　
　
り
ょ
う
す
け

　
中
島
　
涼
介
　
　
男
子
　
　
（
浩
明
）

　
柴

　
　
　
　
　
た
く
み

　
嶋
田
　
　
匠
　
　
男
子
　
　
（
健
一
）

千
　
　
代

　
　
　
　
ま
さ
と
も

　
早
川
　
政
智
　
　
男
子
（
比
佐
夫
）

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

五
月
中
届
出
　
　
年
齢
　
　
（
敬
称
略
）

　
新
井
五
三
郎
　
7
8
歳
　
　
押
　
　
切

　
関
口
あ
ぐ
り
　
7
7
歳
　
　
樋
　
　
春

　
橋
本
　
す
い
　
7
6
歳
　
　
御
正
新
田

12，620
町民のうごき

12，590一

12，560一

人／戸

3，760一

3，730一

3，700

3月　4月　5月　6月

6月1日現在

加
男
女
蹄

12，609人　＋18

6，185人　＋8

6，424人　＋10

3，761世帯＋10

平成8年　救急車出動状況

救急出動状況 5　月 累　計

交　　　　　通 3件 23件

一　般　負　傷 1件 10件

急　　　　　病 13件 69件

そ　　の　　他 4件 13件

合　　　　　計 21件 115件
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827479
歳歳歳

中板御
　　正
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央井田
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　　　　　　あおい
矢嶋　　葵ちゃん＠
　平成7年10月11日生

両親／譲蕪板井

　我が家の娘は親の心配を

よそに病気もせず元気に育

っています。このまま健康

で優しい子に育ってくれる

ことが一番の願いです。

ノ㌧
ゆ
る
　

　
戦

　　　　ゆう　　　き
尾野村　有　紀ちゃん㊥

　平成7年9月4日生

両親麟款千代
　ミッキーとドナルドが大

好きな有紀です。ディズニ

ーの英語の歌のビデオを見

ながら歌に合わせてジャン

プするのが得意です。

　　　　まな　　　み
大久保　愛　美ちゃん㊧

　平成7年9月4日生

両親峰款三本
　こんにちは、私が恩田屋

のbabyです。今は男の子み

たいだけど、そのうち色気

づいたら「ミス江南」に？そ

の時はみなさんよろしくね。

　　　　な　　　つみ

野ロ菜摘ちゃん＠
　平成7年8月5日生
両親｛妻鰍小江，，，

　毎日お兄ちゃんに鍛えら

れている菜摘ちゃんは実を

言うと、とてもおしとやか

なお嬢様です。いつまでも

兄妹仲良く元気でいてね。
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し
て
酢
水
に
つ

　
け
て
お
き
ま
す
。

③
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
人
参
、
油
あ
げ
、
ひ

　
じ
き
、
椎
茸
そ
れ
ら
の
材
科
を
三
セ

　
ン
チ
ぐ
ら
い
の
千
切
り
に
し
ま
す
。

④
鍋
を
熱
し
て
油
を
ひ
き
、
硬
い
物
か

　
ら
炊
め
、
椎
茸
の
戻
し
汁
を
加
え
、

　
調
味
料
a
で
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま

　
で
煮
つ
め
、
濃
い
め
の
味
に
し
ま
す
。

⑤
①
の
ご
飯
に
④
の
具
を
混
ぜ
ま
す
。

　
「
あ
さ
が
お
が
た
く
さ
ん
咲
き
ま
し

た
」
　
「
ト
ン
ボ
と
り
に
行
き
ま
し
た
」

「
田
舎
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ

て
す
い
か
を
食
べ
す
ぎ
て
、
お
な
か
を

こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
…
…
。
こ

ん
な
絵
日
記
を
書
い
た
の
を
懐
か
し
く

思
い
出
す
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
、
あ
る
小
学
校
の
先

生
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
絵
日
記
を
夏
休
み
の
宿
題
に
し
た
ら
、

生
徒
が
手
を
上
げ
て
『
パ
ソ
コ
ン
で
作

画
し
て
も
い
い
で
す
か
』
と
質
問
し
た

ん
で
す
。
さ
す
が
に
驚
き
ま
し
た
ね
」

と
。
そ
し
て
「
今
に
、
こ
ん
な
質
問
も

し
な
い
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
よ
う
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
付
け
足
し
ま
し

た
。
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
確
か

に
絵
日
記
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
劇
画
風
に
言
葉
が
入
っ
た
り
、

過
激
な
擬
音
が
書
か
れ
た
り
し
た
も
の

も
あ
る
と
か
。
そ
れ
と
「
ど
こ
か
に
行

か
な
い
と
絵
日
記
が
書
け
な
い
か
ら
」

と
子
ど
も
に
催
促
さ
れ
て
行
楽
の
計
画

を
す
る
親
も
い
る
よ
う
で
す
。
で
も
最

近
の
小
学
生
の
夏
休
み
の
絵
日
記
は
、

毎
日
必
ず
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

（12）




